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CUPAレポート 

2013 年  7 月号  VOL，13 

 

【2013 年 7 月 CUPA 新規ご入会案内】 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 様 

 

【CUPA クラウド事業者連絡会・懇親会の案内】 

会場：コートヤード・マリオット 銀座東武ホテル 

日時：2013 年 7 月 26 日（金曜） 

クラウド事業者連絡会：17：45～18：45 4F 会議室 

懇親会：19：00～21：00  2F「桜 B」 

“ご多忙とは存じますが、ご出席の程宜しくお願い申し上げます” 

 

【Cloud Show Japan2013 開催案内】 

 

 

主催：一般社団法人クラウド利用促進機構 日刊工業新聞社 

会期：2013 年 9 月 12 日（木曜） 

会場：HULIC HALL&CONFERENCE（台東区浅草橋 1-22-16） 

“お問い合わせは下記 URL へお願い致します” 

HP：http://cloudshow.jp/  

Facebook ：http://www.facebook.com/cloudshowjapan  

Twitter ：https://twitter.com/cloudshowjapan  

 

http://cloudshow.jp/
http://www.facebook.com/cloudshowjapan
https://twitter.com/cloudshowjapan
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「DevOpsで本当にやるべきは、システム開発事業の改革か」 

CUPA 運営委員 山崎 泰宏 

日頃より本機関へのご理解とご支援、誠にありがとうございます。CUPA ではクラウドショージャ

パンと銘打っての大型イベント開催も決まり、只今鋭意準備中でございます。既にご出展のご表明

をいただきました会員様、誠にありがとうございます。精一杯盛り上げて参ります。また、現在ご

検討中の会員の皆様におかれましても、ぜひご参加いただけますことを心よりお待ちいたしており

ます。 

 

さて、昨今も相変わらず話題の移り変わりが激しい中、とりわけ DevOps について意見を求められ

る事が多くなりました。お会いする皆様方それぞれに異なったご理解があり、どれが正しいという

わけでもありませんが、ここに私なりの簡単な解釈を載せておきます。少し長くなるので、まずは

必要となる背景だけを述べておきます。 

 

一般に言われるのは、開発(Devs) と運用(Ops) のチームが融合されて、共にチームとなることが表

現されています。文字通り、一体となって開発と運用しようと言うことです。 

 

そもそも、そうならざるを得ない背景は色々とあります。しかし、最も大きな理由は、スパイラル

アップ、アジャイルなど、継続的な短期開発が重要になってきたことにあるでしょう。 

ビジネスの側面からは、小さく作って効果を見ることと、トレンドを逃さないことが重視されてい

ます。単純に工期が長引けば、思い付いた日から結果が出るまでにかなりの日数を要してしまうこ

とになり、世間の流れは変わってしまうのです。 

 

今まではどうしても、開発中に時間をかけて完成を目指し、リリースを迎えれば後は運用部隊が面

倒を見るだけ、というスタイルが一般的でした。開発や運用の受託が成り立ってきたのも、大枠と

なるこのスタイルそのものが、ビジネスモデルとしても合っていたからです。ところが、短納期の

継続的開発が当たり前になってくると、このモデルは崩壊をします。 

 

まず最初に綻びを見せるのは、開発と運用のチームが縦割り構造になっている部分からです。この

間ではセクショナリズムを超えるための、大量で正確なドキュメントが存在しています。開発は短

期間でドキュメントよりもリリースを優先し始め、運用はドキュメントの不足を訴え、機能しなく

なるのです。 

 

これだけでも、開発と運用の分断は弊害に思えます。そうであれば、チームをひとまとめにすれば

良いだけのはずですが、これもままならない。特に大手 SI 事業者のビジネスモデルが変わってし

まうのです。開発と運用のコストバランスが崩れます。これまでの開発はワンショットで完成形に

持って行きます。ここに大きな開発費がつくので、回収できるわけです。運用は発注者から見れば

コストです。完成品を動かし続けるために出費を止めることはできないのです。自ずと安上がりな

運用業者に委託することになります。つまるところ、定型業務を行うだけと見られがちで、コスト

圧縮の対象ですから、安い下請けに出したりしています。DevOps が簡単なようで難しいのは、こ

うした事業の変化を受け入れる部分です。ここにメスを入れずに DevOps だけをやれるかと言うの

は、この業界全体の大きなチャレンジとなるのではないでしょうか。 

 

 

 

はじめに 
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「オープンクラウドとエコシステム」 

CUPA 総合アドバイザー 林 雅之 

パブリッククラウド市場においては、AWS のクラウドサービスがマーケットリーダーとして市場

を牽引する中、各社、オープンクラウドを核とし、エコシステムを形成しビジネス展開を強化する

動きが加速しています。 

 

調査会社の IDC Japan は 2013 年 6 月 6 日、「国内オープンソースソフトウェアエコシステム市

場予測」を発表した。国内における 2012 年のオープンソースソフトウエアのエコシステムの市場

規模は 6751 億 6200 万円、2017 年には 1 兆 962 億円に達すると見込んでいます。 

 

オープンソースソフトウェアエコシステムの市場成長を大きく牽引しているのは、OpenStack や

CloudStack 、Wakame といったオープンソースのクラウド基盤構築／管理ソフトウェアや、

OpenFlow といった仮想ネットワークの分野で、市場規模は 2017 年には 551 億、OpenFlow エ

コシステムの市場規模は 329 億円に達すると予測しています。 

 

オープンソースを活用したパブリッククアウドとプライベートの構築は、2015 年ごろから本格的

に普及していくと見られており、各事業者はオープンクラウドをベースに、パートナーとの提携を

進め、オープンクラウドエコシステムの強化を急いでいます。 

 

いくつかの事業者のオープンソースをベースとしたクラウドビジネスへの取り組みをご紹介しまし

ょう。 

 

ＩＢＭ 

 

IBM は 2013 年 3 月、IBM のクラウドソリューション「IBM SmarterCloud 」をクラウドの仕様

や規格にオープンスタンダードを採用した「オープンクラウドアーキテクチャ」ベースで構築し、

ベンダロックインのないオープンなエコシステムを形成する「オープンクラウド戦略」を発表し、

オープンクラウドへの取り組みを加速させています。 

 

5 月 24 日から販売を開始した「IBM SmarterCloud Orchestrator 」では、クラウド基盤ソフトウ

ェアには OpenStack を採用しています。 

 

IBM は 6 月 4 日には、パブリッククラウドサービスを提供する事業者の大手である SoftLayer 

Technologies の買収を発表し、パブリッククラウドの事業領域を拡大を図っています。 

 

日本 IBM は 2013 年 6 月 11 日には、ソフトウェアによってクラウド環境の構成を自動化する環境

を実現する「Software Defined Environment （SDE）」のコンセプトを発表し、第一弾としてネ

ットワーク全体の仮想化をオーバーレイ方式で実現するソフトウェア「IBM Software Defined 

Network for Virtual Environments VMware Ed ition （SDN VE）」の提供を開始しています。 

 

Red Hat 

 

Red Hat は 2013 年 6 月 12 日、「Red Hat Summit 2013 」で「オープンハイブリッドクラウド」

のビジョンを実現する「Red Hat OpenStack 」を採用した「Red Hat Enterprise Linux 

OpenStack Platform 」と OpenStack ベースのクラウドシステムへの移行をサポートするソリュ

コラム-1 
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ーション「Red Hat Cloud Infrastructure 」を発表し、コンピュータ、ストレージ、SDN を統合

するアーキテクチャとして OpenStack を中核として位置づけています。 

 

また、同日 2011 年 5 月よりβ版として公開してきた PaaS 型のクラウドサービス「OpenShift 

Online 」も商用サービスとして北米と欧州向けの提供を発表しています。 

 

HP 

 

HP は、オープンプラットフォームで統合化する「HP Converged Cloud 」構想を発表し、オープ

ンなプラットフォームでハイブリッドクラウドを実現する柱として位置付けているのが

OpenStack をベースとする HP Cloud OS です。 

 

HP は、2012 年 5 月、OpenStack を採用したパブリッククラウド「HP Cloud Services 」の

Public Beta 開始し、プライベートクラウド「HP CloudSystem 」の基盤にも OpenStack を採用

しています。 

 

Rackspace 

 

Rackspace は 2012 年 8 月 1 日、OpenStack を採用したパブリッククラウドサービス

「Rackspace Open Cloud 」を正式開始の発表をした。「Cloud Servers 」は OpenStack の

Compute （Nova ）のコンポーネントを利用した IaaS で、ストレージサービス「Cloud Files 」の

提供は、OpenStack の Object Storage （Swift ）を採用している。Rackspace の商用サービスの

提供は、OpenStack を採用した初の大規模なパブルッククラウドサービスです。 

 

VMware 

 

VMware は 2013 年 5 月 21 日、パブリッククラウドサービス「vCloud Hybrid Service 」を

2013 年第 3 四半期に米国で一般提供を開始し、日本を含めたアジア太平洋地域では、2014 年に

提供予定です。 

 

「vCloud Hybrid Service 」は、VMware vSphere 上で動作が保証された 90 以上の OS と数千の

アプリケーションをサポートしており、オンプレミスの VMware vSphere 環境と互換性があるた

め、VMware 環境を無料のプラグインを利用することで、そのままパブリッククラウドへ移行する

ことが可能となります。 

 

さらに、米 EMC と米 VMware が出資して 4 月に設立された Pivotal で提供するオープンソースの

PaaS 基盤ソフトウェアの Cloud Foundry による PaaS 機能の提供も予定されています。 

 

VMware は 2013 年 3 月に「Nicira NVP （Network Virtualization Platform ）」と「VMware 

vCloud Networking and Security 」を統合したネットワーク仮想化ソリューション「VMware 

NSX」を今年後半の提供開始を明らかにしており、OpenStack と VMware vCloud の 2 つに対応

した共通のネットワーク仮想化機能を提供する予定です。 

 

VMware は、仮想化されたクラウド環境とネットワークインフラが統合・自動化されたインフラ環

境を、ユーザー自身がオンデマンドで自ら設定変更や管理ができる Software Defined 
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Datacenter （SDDC）戦略を推進しており、幅広いレイヤをカバーするクラウドエコシステムの形

成による事業拡大を図っています。 

 

商用利用でリードする CloudStack を採用する事業者 

 

IBM や Red Hat 、HP、Rackspace などが OpenStack をコアとなるオープンアーキテクチャーと

して採用しサービスを展開しようとしている一方、商用サービスの利用としてリードし、エコシス

テムを拡充しているのが、CloudStack を採用する事業者です。 

 

特に、海外では BT、China Telecom 、KT、Slovak Telecom などの多くの通信事業者が

CloudStack をベースとしたシトリックスの CloudPlatform powered by Apache CloudStack を

採用しています。 

 

国内では、 

 

・IDC フロンティア 「IDC フロンティア クラウドサービス セルフタイプ」 

・NTT コミュニケーションズ 「Biz ホスティング Cloud n」 

・KDDI  「KDDI クラウドプラットフォームサービス」 

・SCSK 「USiZE netXCloud 」 

・インテック 「EINS/SPS SelfPortal 」 

 

などが、CloudStack をベースとしたパブリッククラウドサービスとして提供しています。NTT コ

ミュニケーションズの Cloud n は、CloudStack に加えて、PaaS レイヤでは Cloud  Foundry を採

用した PaaS を提供しています。 

 

オープンクラウドとエコシステム 

 

オープンソースのクラウド基盤ソフトウェアは OpenStack や CloudStack だけでなく、国産では、

あくしゅが Wakame Software Foundation にて開発した「Wakame -vdc」を提供しており、

NTTPC コミュニケーションズが提供する₈WebARENA VPS◒ꜝ ►♪₉≢ ↕╣≡™╕∆⁹ 

 

ＡＷＳやマイクロソフトなどがクラウドビジネスを展開し独自のエコシステムを展開し事業を拡大

する中、オープンクラウドを推進するクラウド事業者が、オープンクラウドエコシステムをどこま

でクラウドビジネスをリードし市場へ浸透していくのか、今後のクラウドビジネスの市場を占う上

でも、オープンクラウドの動向が注目されるところです。 
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「ARM を用いた高密度サーバのロードマップと 
       Exadata 採用を発表した Salesforce.com」 

CUPA 総合アドバイザー 新野 淳一 

 

いま、クラウドのデータセンターで稼働しているサーバは、事実上すべて x86 サーバといえます。

そしてサーバは、より高密度で高性能を志向して進化しています。 

 

そこで注目されているのが、もともと組み込み向けとして非常に高い電力効率を実現すべく設計さ

れた ARM プロセッサをサーバ用に転用した ARM サーバです。一方、大手クラウドベンダのセー

ルスフォース・ドットコムは、より高密度で高性能を追求した結果として、現在使用している

DELL のサーバを Oracle Exadata で置き換えると発表しました。 

 

今月はクラウド向けサーバ市場に波乱をもたらしそうな、この 2 つの動向についてのトピックを

Publickey の記事から紹介します。 

 

「ARM サーバは単に x86 プロセッサを置き換えただけではない」。ARM サーバ市場をリードす

る Calxedaに聞く 

 

ARM プロセッサを用いたサーバ市場で最も存在感のある企業が Calxeda （カルゼーダ）です。同

社は ARM プロセッサを用いたサーバのチップセットやリファレンスデザインをサーバベンダ向け

に提供する企業であるため、それほど知名度は高くありません。しかし同社の ARM サーバをヒュ

ーレット・パッカードが Project Moonshot で採用するなど、ARM サーバ市場をリードする立場

にある企業の 1 つです。 

 

台湾で行われた Computex の直後に来日した同社アジアセールス＆ビジネス開発担当 Aaron 

Grassian 氏に、x86 サーバと ARM サーバにはどのような違いがあるのか？ ARM サーバの適用分

野や今後のロードマップなどについて、インタビューを行いました。 

 

 
Calxeda Director of Asia Sales & Business Development Aaron Grasian 氏 
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まずは Grassian 氏による、Calxeda の製品紹介について。 

 

Calxeda は 2008 年にテキサスで創立した会社だ。ARM ベースのサーバを設計するふたつのチー

ムを社内に抱えている。ARM はとても電力効率の高いプロセッサで、これをサーバに利用するた

め、エンジニアチームには携帯電話メーカーに在籍したエンジニア、サーバベンダにいた経験のあ

るエンジニアの両方がいる。 

 

2011 年にヒューレット・パッカード向けに最初の製品を出荷し、現在はそこから第 2 世代、第 3

世代へと進んでいる。 

 

ARM ベースの優れたサーバを作るには、単純にプロセッサを ARM に変更するだけではできない。

わたしたちのアーキテクチャは、チップセットに I/O やネットワーキング、スイッチ、マネジメン

トなどさまざまな機能が備わっている。 

 

 
 

完全なサーバ機能をチップに載せた「サーバ・オン・チップ」（SoC：Server on Chip ）だ。4 コ

アの Coretex -A9 に、われわれが実装した L2 キャッシュとメモリコントローラを加え、SATA、

PCIe、イーサネットなどの I/O コントローラ、80GB クロスバーのスイッチ、エナジーマネジメン

トエンジンも搭載した。これに 4GB メモリを加え、全体でわずか 5 ワットの消費電力しかない。 

 

これはその EnergyCore SoC が 1 つの基盤に 4 つ搭載されたもの。これだけで 4 台のサーバとい

うことだ。 
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ARM プロセッサはカスタマイズなどをしていないので、ARM 用の Linux はそのまま実行できる。

また Fedora は先日、Calxeda をスタンダードなビルドプラットフォームに選んだと発表した。 

先日の Computex では、3 つの新しいパートナーを発表した。AAEON、FOXCONN、GIGABYTE

だ。 

AAEON は 1U のストレージアプライアンスサーバを発表した。低消費電力のプロセッサはストレ

ージサーバにとても適している。FOXCONN も 4U のストレージサーバを発表し、こちらは非常に

パワフルなモデルになっている。GIGABYTE が発表したのは 2U のサーバで、Web ホスティング

や LAMP スタックの運用に向いている。 

 

続いて Grassian 氏にインタビュー。 

 

──── Calxeda は、ARM のようなプロセッサメーカーではないし、一方でデルやヒューレッ

ト・パッカードのようなサーバベンダでもなく、台湾などの OEM/ODM メーカーでもないユニー

クなポジションにあるように思う。御社の狙いはどこにあるのか？ 

 

私たちが目指しているのはデータセンターの革新だ。私たちから見ると、ARM は知的財産（IP）

のパートナーであり、OEM/ODM は顧客になる。 

 

モバイル向けだった ARM チップをサーバに入れるには、メモリや I/O 、スイッチなどのファブリ

ックをどう作るか、大量のサーバをどう管理するのか、といったことを理解しなければならない。

単にインテルのチップを ARM に入れ替えてもうまくいかないのだ。 

こうした細部にまで対応することが必要であり、私たちはそうしたチップやデザインをビジネスに

していく。 

 

──── まだ ARM プロセッサには 32 ビット版しかない。サーバ向けには 64 ビット版が期待さ

れるが、今後のロードマップは？ 

 

それはもう何度も聞かれる質問だ（笑）。いまいえるのは、現在の利用状況であれば 32 ビット版

で十分快適に使えるということだ。 
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64 ビット版 ARM のハードウェアは、来年にはサンプルが手に入るだろう。しかし全体のエコシス

テム、Linux や Java VM on ARM やアプリケーションといったものが揃うのには、さらに時間が

かかる。そうしたものが揃って成熟するのには、そこからまだ 1 年 2 年はかかるのではないだろう

か。 

 

──── ARM 版サーバでどのようなアプリケーションが期待されているのか？ 

もっとも問い合わせが多いのは、やはりストレージ関連だ。ほかにも Web アプリケーション、大

規模なコンピュートグリッドなどもある。ビッグデータ関連でも、Hadoop 、Cassandra 、

mongoDB などが試されている。これらはスケールアウトの能力が高いため、ARM サーバと非常

に相性がいいのだ。 

 

ARM コア 64 ビットサーバは 2014 年後半に登場予定。AMDがサーバ向けプロセッサのロード

マップ公開 

 

昨年 10 月に、ARM ベースのサーバ向けプロセッサ開発を表明した AMD が、最新のロードマップ

を明らかにしました。 

 

 
 

2014 年後半に登場予定の ARM コア 64 ビットプロセッサは、コード名「Seattle 」。AMD のプレ

スリリースから引用します。 

 

Seattle は、実績のあるサーバプロセッササプライヤから登場する唯一の 64 ビット ARM ベース

SoC（System -on-a-Chip）となるだろう。Seattle は、ARM Cortex -A57 コアをベースに 8 も

しくは 16 コア CPUとなり、2GHz かそれ以上で作動する。 

 

上記の説明で、わざわざ「実績のあるサーバプロセッササプライヤから登場する唯一の」と書いて

あるのは、おそらくほぼ同時期に Calxeda などほかのベンダからも 64 ビットの ARM プロセッサ

が登場するからだと想像されます。 

 

AMD が ARM プロセッサを用いた低消費電力高効率なサーバ向けプロセッサへと本格的に向かうこ

とが誰の目にも明らかになったのは、同市場向けサーバを提供していたベンチャーの Seamicro を

昨年買収したときでした。以下もプレスリリースから引用。 
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今回発表された Seattle にも、SoC の中に Seamicro のファブリック技術が統合されています。 

128GB の DRAM をサポートし、より電力効率を高め CPUの負荷を下げるため、サーバ内暗号

化、データ圧縮、10GbE を含むレガシーネットワークなどの拡張オフロードエンジンを搭載。

また、AMD にとって高密度コンピュートシステムのための先進的な Freedom Fabric をチップ

に統合した最初のプロセッサとなる。Seattle は 2014 年第 1 四半期にサンプル出荷し、後半に

製品出荷の予定だ。 

 

発表されたロードマップには、x86 プロセッサで Web サービス用途などを想定した新プロセッサ

となるコード名「Berlin 」と、エンタープライズのメインストリームサーバ向けを想定した

「Warsaw 」も含まれています。 

 

セールスフォース・ドットコム、クラウド基盤に Oracle Exadata を採用へ。オラクルとセール

スフォース・ドットコムが提携発表 

 

セールスフォース・ドットコムとオラクルは、クラウドのプラットフォームからアプリケーション

に渡る広範囲な提携を発表しました。 

 

提携の内容は、セールスフォース・ドットコムがオラクルのプラットフォームを採用する一方、オ

ラクルが自社アプリケーションにセールスフォース・ドットコムのサービスを統合するという 2 つ

の要素で構成されています。 

 

クラウドプラットフォームに関しては、セールスフォース・ドットコムが Oracle Linux 、Exadata 、

Oracle Database 、Java ミドルウェアプラットフォームを採用する計画。アプリケーションの分

野では、オラクルが人材管理アプリケーションの Fusion HCM 、および Financial Cloud に

Salesforce.com のサービスを統合する計画です。 

 

セールスフォース・ドットコムは創業当初から基盤のデータベースに Oracle RAC を採用してきま

したが、サーバのハードウェアはデルを、ミドルウェアは Resin Java Application Server を採用

していました。今後はクラウドの基盤としてオラクルの Exadata とソフトウェア製品を採用する

ことになります。 

 

一方のオラクルは、同社が提供する統合業務アプリケーションにおいてセールスフォース・ドット

コムが提供する SFA や CRM などと競合してはいるものの、そこを乗り越えて人材管理や財務管理

などのアプリケーションとセールスフォース・ドットコムのサービスを統合することになります。 

 

セールスフォース・ドットコムはクラウドの基盤的技術をこれまで以上にオラクルに依存すること

になり、一方でクラウド市場で出遅れているオラクルは、クラウドでのサービス展開にセールスフ

ォース・ドットコムの力を借りるように見える今回の提携。かなり緊密な内容に見えます。 
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2013 年 7 月 11 日～2013 年 9 月 30 日 
----------------------------------------------------------------------------------------------------  

クラウドコンピューティングの最新動向とビジネス活用 

（専修大学情報科学研究所及び「企業情報システム」講義） 

URL：未 

開催日：2013 年 7 月 12 日（金） 

開催場所：専修大学生田キャンパス（神奈川県川崎市多摩区東三田 2-1-1） 

講義：株式会社スマイルワークス 坂本 恒之 様（CUPA ビジネスアドバイザー） 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

ZDNet Japan スマートデバイスセミナー2013  

http://japan.zdnet.com/info/event/sd/201307/  

開催日：2013 年 7 月 13 日（土） 

開催場所：富士ソフトアキバプラザ（東京都千代田区神田練塀町 3） 

講演：株式会社船井総合研究所 江尻 高宏 様（CUPA ビジネスアドバイザー） 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

July Tech Festa 2013  

http://www.techfesta.j p/  

開催日：2013 年 7 月 14 日（日） 

開催場所：産業技術大学院大学（公立大学法人 首都大学東京） 

         （東京都品川区東大井 1-10-40） 

講演：OSS ラボ株式会社 船井 覚 様（日本 JobScheduler ユーザー会） 

OpenStack ユーザ会セッション：ＮＴＴソフト株式会社 岡 あゆみ 様（日本 OpenStack ユーザ会） 

講演：NTT データ先端技術株式会社 羽深 修 様（日本 Eucalyptus ユーザ会） 

講演：株式会社あくしゅ（Wakame Software Foundation ） 山崎 泰宏 様（CUPA 運営委員） 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

<< 儲かるクラウド・セミナー>> クラウド利用による収益改革プラン 

http://eventregist.com/e/cupaseminar0717  

開催日：2013 年 7 月 17 日（水） 

開催場所：東京八重洲ホール（中央区日本橋 3-4-13） 

主催：一般社団法人クラウド利用促進機構  共催：船井総合研究所株式会社 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

パナソニック PCステージ 

http://panas onic.biz/pc/event/  

開催日：2013 年 7 月 19 日（金） 

開催場所：フクラシア東京ステーション（東京都千代田区大手町 2-6-1） 

基調講演：デロイト トーマツ コンサルティング株式会社 パートナー 八子 知礼 様 

                                    （CUPA 運営委員） 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

JASIPA 第４３回定期交流会 

http://www.jasipa.jp/news.php?id  

開催日：2013 年 7 月 23 日（火） 

開催場所：センチュリー三田ビル（東京都港区三田 3-11-34） 

講演：NTT コミュニケーションズ株式会社 林 雅之 様（CUPA 総合アドバイザー） 

---------------------------------------------- ----------------------------------- -------------------  

 

 

イベント情報 

http://japan.zdnet.com/info/event/sd/201307/
http://www.techfesta.jp/
http://eventregist.com/e/cupaseminar0717
http://panasonic.biz/pc/event/
http://www.jasipa.jp/news.php?id
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--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

NEC ネクサソリューションズ フェア 

http://www.nec -nexs.com/seminar/detail.cgi?id=2098  

開催日：2013 年 7 月 24 日（水） 

開催場所：三田国際ビル（東京都港区三田 1-4-28） 

講演、モデレータ：デロイト トーマツ コンサルティング株式会社 パートナー 八子 知礼 様 

                                     （CUPA運営委員） 

------------------------------------------------------------------ --------------- -------------------  

SPES2013 みんなの知恵で取り組むクラウド／ビッグデータ時代～新たなビジネスの創造～ 

http://www.jisa.or.jp/event/spes/tabid/266/Default.aspx  

開催日：2013 年 7 月 24 日（水）-25 日（木） 

開催場所：秋葉原 UDX カンファレンス（東京都千代田区外神田 4-14-1） 

講演：株式会社あくしゅ（Wakame Software Foundation ） 山崎 泰宏 様（CUPA 運営委員） 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

ニフティクラウド×船井総研クラウドビジネス勉強会 

URL：未 

開催日：2013 年 7 月 26 日（金） 

開催場所：ニフティ株式会社 18 階セミナールーム 

         （東京都新宿区北新宿 2-21-1 新宿フロントタワー） 

講演：株式会社船井総合研究所 江尻 高宏 様（CUPA ビジネスアドバイザー） 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

Trema Day #3  

http ://atnd.org/event/tremaday3  

開催日：2013 年 7 月 27 日（土） 

開催場所：株式会社 KDDI ウェブコミュニケーションズ（東京都千代田区麹町 3-6） 

講演：株式会社あくしゅ（Wakame Software Foundation ） 山崎 泰宏 様（CUPA 運営委員） 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

京都クラウドコレクション 2013  

http://www.astem.or.jp/c -seminar/  

開催日：2013 年 7 月 30 日（火） 

開催場所：京都リサーチパーク（京都府京都市下京区中堂寺南町 134 ） 

講演、パネラー：NTT コミュニケーションズ株式会社 林 雅之 様（CUPA 総合アドバイザー） 

-------------------------------------------------------- ------------------------- -------------------  

Developers Summit 2013 Summer （夏サミ 2013 ） 

http://event.shoeisha.jp/devsumi/20130801/  

開催日：2013 年 8 月 1 日（木） 

開催場所：ベルサール渋谷ファースト（東京都渋谷区東 1-2-20 住友不動産渋谷ファーストタワー） 

基調講演：Publickey 新野 淳一 様（総合アドバイザー） 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

第 13 回 CloudStack ユーザー会 in 大阪 

http://atnd.org/events/40712  

開催日：2013 年 8 月 2 日（金） 

開催場所：大阪市中央公会堂（大阪市北区中之島 1-1-27） 

講演：クリエーションライン株式会社 輿水 万友美 様（CUPA 技術アドバイザー） 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

 

http://www.nec-nexs.com/seminar/detail.cgi?id=2098
http://www.jisa.or.jp/event/spes/tabid/266/Default.aspx
http://atnd.org/event/tremaday3
http://www.astem.or.jp/c-seminar/
http://event.shoeisha.jp/devsumi/20130801/
http://atnd.org/events/40712
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--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

富士通フォーラム 

URL： 未 

開催日：8 月 28 日（水） 

開催場所：大阪国際会議場（ 大阪府大阪市北区中之島 5-3-51） 

講師：デロイト トーマツ コンサルティング株式会社 パートナー 八子 知礼 様（CUPA 運営委員） 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

協和 ICT セミナー 

URL： 未 

開催日：9 月 5 日（木） 

開催場所：ＮＥＣ関西ビルＯＢＰキャッスルタワービル（大阪府大阪市中央区城見 1-4-24） 

講師：デロイト トーマツ コンサルティング株式会社 パートナー 八子 知礼 様（CUPA 運営委員） 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

Cloud Show Japan 2013  

http://cloudshow.jp/  

開催日：2013 年 9 月 12 日（木） 

開催場所：浅草橋 HULIC HALL/CONFERENCE（東京都台東区浅草橋 1-22-16） 

主催：一般社団法人クラウド利用促進機構、日刊工業新聞社 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

クラウドビジネスの始め方とその儲け方セミナー 

URL：未 

開催日：2013 年 9 月 13 日（金） 

開催場所：大阪（日立システムズ様会場選定中） 

講演：株式会社船井総合研究所 江尻 高宏 様（CUPA ビジネスアドバイザー） 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

SDN JAPAN 2013  

http://www.sdnjapan.org  

開催日：2013 年 9 月 19 日（木）-20 日（金） 

開催場所：恵比寿 ザ・ガーデンホール（東京都目黒区三田 1-13-2） 

講演：株式会社データホテル（クラウドストレージ研究会チェア） 伊勢 幸一 様 

                                （CUPA 総合アドバイザー） 

--------------------------------------------------------------------------------- ----- --------------  

クラウドビジネスメッセ 2013  in 名古屋 

http://www.jianet.or.jp/chubu/c -messe2013/   （作成中） 

開催日：2013 年 9 月 27 日（金） 

開催場所：愛知県産業労働センター ウィンクあいち７Ｆ（愛知県名古屋市中村区名駅 4-4-38） 

講演：株式会社船井総合研究所 江尻 高宏 様（CUPA ビジネスアドバイザー） 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

 

 

 

 

 

 

 

 

http://cloudshow.jp/
http://www.sdnjapan.org/
http://www.jianet.or.jp/chubu/c-messe2013/
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前回の事務局後記は、IT 業界と半導体製造において、『分散と集中の歴史』に共通点がある、とい

う内容を書きました。 

 

今回はクラウドと『半導体デバイス』において感じた共通点について書きたいと思います。 

 

クラウドのメリットの中には、コスト・即時性・柔軟性があります。世の中を底支えしている半導

体にも、その点で似た特徴を持ったデバイスがあります。それは、FPGAというデバイスです。

FPGAは、Field Programmable Gate Array の略です。訳すとわかりづらいので特徴含め説明す

ると『ユーザが希望する回路構成を PCからプログラムで変更でき、しかも何度も書き換えが可能

な、夢のデバイス』です。液晶テレビやコンピュータ、携帯基地局、ルータなどにも多く採用され

ています。メリットとして、低コスト・製品投入までの期間低減・上記にもあるように自由に構成

できる、ということがあげられます。そう、これってクラウドの特徴と凄く似ていますね。 

 

FPGAの大手サプライヤーは、米 Xilinx 社と米 Altera 社です。1985 年に最初の FPGAが世に出ま

した。その後 FGPAが普及するまでは、電子機器を作る際には基本的に ASIC と呼ばれるデバイス

が使われていました。ASIC は Application Specific Integrated Circuit の略です。訳すと『特定

用途向け IC』となります。つまり、フルオーダーメイドの半導体です。もちろん、現在でも大量

に生産される製品や用途によりまだまだ使われています。ASIC の例としては、DIGIC

（CANON）・BIONZ （SONY）・ヴィーナスエンジン（Panasonic ）などがあります。 

 

FPGAと ASIC の比較を表にまとめてみます。 

 

 FPGA ASIC 

直接費用（マスク・ウェハ等） 0円 数百万～数億円 

間接費用（設計環境・エンジニア工数等） 0円 数百万～数億円 

完成までの期間 即時 数週間～数ヶ月 

最低数量 1個 数百個～ 

回路の配置・配線 ユーザ側で可能 ユーザ側で不可 

 

上記表のように、理論的には理想のデバイスである FPGAも、当初は性能面や価格が合わず普及し

ませんでした。しかし近年では性能向上と低価格化に加え、少量多品種生産・かつ短納期製品が増

えていること、また使いこなすためのツールの充実も相まって、ものづくりに無くてはならないデ

バイスになっています。更には ASIC の代替品としてだけではなく、テクノロジーにおいても

FPGAのほうがデザインルール（チップの高性能化・小型化の指針となる回路の線幅）において数

世代リードしています。 

 

クラウドも FPGAも、それ単体で見ると汎用品です。ただしユーザーのカスタム性が高いことで、

見方を変えると究極のカスタム品とも言えますね。上の表を FPGA⇒クラウド・ASIC⇒オンプレミ

に置き換えて見ると、非常に近い性質を持っていると思いませんか？ 

 

かつて FPGAがそうだったように、クラウドもパラダイムシフトの真っ只中であることをと日々感

じています。引き続き業界を盛り上げて行きましょう！ 

 

CUPA レポートへのご意見・リクエストなど事務局までお知らせ下さい！ 

contact@c loud.or.jp  

 

事務局後記 

mailto:contact@cloud.or.jp
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《「CUPAḱƤǂǇɉ」のご案内 》 

 

下記の日時で「第 10 回 CUPAḱƤǂǇɉ」を開催いたします。 

日時：2013 年 7 月 17 日（水曜）19：30～21：00 

会場：クリエーションライン株式会社 会議室 

   東京都千代田区神田佐久間町 3-6 M’s WORKS BLDG 3F 

 

7 月のテーマ：『クラウドビジネス』 

 

対談者：株式会社スマイルワークス  坂本 恒之 様（CUPAビジネスアドバイザー） 

船井総合研究所株式会社  江尻 高宏 様（CUPAビジネスアドバイザー） 

司会： CUPA理事    竹下 康平 

 

◆CUPAḱƤǂǇɉ詳細は CUPA の facebook ページにてご案内いたします。 

http://www.facebook.com/cupa.jp  

 

会員企業様や関係者は無料で入場できます（アルコールも少量ですが準備致します）。 

ご多忙とは存じますが、ご来場の程宜しくお願い致します。 

尚、ご来場の際は、お手数でも事前に下記メルアドまでご連絡をお願い致します。 

contact@cloud.or.jp  

 

一般の方は USTREAM で視聴できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本企画では「ご希望の対談者」や「対談テーマ」などを募集しています。 

下記のアドレスまでご要望などをご送信ください。 

contact@cloud.or.jp  

 

以上、宜しくお願い申し上げます。 

http://www.facebook.com/cupa.jp
mailto:contact@cloud.or.jp
mailto:contact@cloud.or.jp

